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上位（目的）下位（手段）

予
防

検
診

医
療

共
生

県民ががんの
予防につとめ、
罹患した場合
も必要な医療
を受け、安心し
て暮らすこと
ができる。

住む場所に関わ
らず必要な検診
や医療を受ける
ことができる。

療養生活の質
の維持向上が
できている

精度の高いがん検診を
受診している

質の高い科学的根拠に
基づく医療を受けること
ができる

がんに対する理解が深ま
り、社会全体で支援を行
う環境ができている

○ ロジックモデル（案）の構成 （ロジックモデル（案）の詳細は資料４のとおり）

県民ががんを正しく理解
し、予防行動につとめて
いる がんの発症を予

防できている

行政等の活動
行政等が行う活
動やその結果

県⺠の状態

主語を県⺠とし記載

目指す姿

分野別アウトカム：計画全体の目指す姿
中間アウトカム①：３つのアウトカムで構成

個別施策 中間アウトカム② 中間アウトカム① 分野アウトカム

１ ロジックモデルとは
・ 上位の目的とこれを達成するための
手段（下位の目的）の関係を図式化したもの

・ 上位から下位に向かって検討することが重要

２ ロジックモデル（案）の考え方
・ がん対策推進基本計画（参考資料１）や
医療計画作成指針等（参考資料２～３）を
踏まえ検討

・ 指標については、現行の県計画（参考資料４）
からの継続性も考慮

次期⻑野県がん対策推進計画のロジックモデル（案）について


